
学
校
教
育
施
設
は
災
害
時
の
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
耐
震
化
な
ど
が
計
画

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の

日
常
生
活
に
関
わ
る
も
の
は
部
分
的
な

応
急
措
置
に
と
ど
ま
り
、
空
調
の
整
備

や
教
育
備
品
の
整
備
な
ど
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

質
問
一

学
校
施
設
の
保
全
計
画
は
。

二

学
校
施
設
の
整
備
計
画
は
。

三

学
校
応
援
団
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

本
市
の
小

中
学
校
の
大
半
が
昭
和
５０
年
代
に
建
て

ら
れ
、
老
朽
化
す
る
設
備
の
機
能
回
復

や
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
保
全
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
化
を
最

優
先
課
題
と
し
、
平
成
２５
年
ま
で
に
体

育
館
の
耐
震
補
強
を
行
い
、
同
時
に
防

水
、
外
壁
の
補
修
等
を
行
う
。
老
朽
化

の
根
本
的
な
解
決
に
向
け
、
財
源
を
確

保
し
つ
つ
、
手
法
や
手
順
を
検
討
し
、

内
部
合
意
の
上
取
り
組
ん
で
い
く
。

二

空
調
未
整
備
の
小
中
学
校
の
整
備

に
着
手
し
、
教
材
備
品
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
機
器
の
整
備
な
ど
は
、
利
用
状
況

か
ら
緊
急
性
等
を
判
断
し
対
応
す
る
。

三

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
応
援
団
等
の
地
域

の
方
々
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
の
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
推
進
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

５
Ｒ
と
環
境
衛
生

の
推
進
に
つ
い
て

来
春
新
卒
者
の
就
職
内
定
率
は
過
去

２
番
目
の
低
さ
で
あ
り
、
今
後
も
経
済

状
況
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
中
、
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。
ま
た
、
働
く

こ
と
の
意
義
を
小
中
学
生
の
う
ち
に
学

ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

質
問
一

鶴
ヶ
島
市
の
勤
労
者
の
う
ち
、

市
外
に
勤
め
に
出
る
割
合
に
つ
い
て
。

二

鶴
ヶ
島
市
居
住
の
高
校
生
及
び
大

学
生
の
近
年
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
。

三

市
内
の
事
業
者
の
求
人
総
数
、
市

内
居
住
の
新
卒
者
の
市
内
就
職
状
況
は
。

四

市
内
中
学
生
の
社
会
体
験
チ
ャ
レ

ン
ジ
活
動
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
１７
年
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
、
２
万
４
７
５
１
人
で

７０
・
１
㌫
で
あ
る
。

二

市
に
限
定
し
た
高
校
生
及
び
大
学

生
の
就
職
者
の
統
計
は
な
い
。
市
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
近
隣
市
と
共
催
で
若

者
就
職
面
接
会
や
就
職
支
援
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
等
の
就
職
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

三

市
内
事
業
者
の
求
人
総
数
及
び
市

内
在
住
の
新
卒
者
の
就
職
の
状
況
に
つ

い
て
の
数
字
は
把
握
し
て
い
な
い
。

四
（
教
育
委
員
長
）

１２
年
度
か
ら
貴

重
な
体
験
の
場
と
し
て
実
施
し
、
昨
年

度
の
協
力
企
業
も
１
０
７
事
業
所
と
多

岐
に
わ
た
り
、
延
べ
５
９
９
人
の
生
徒

が
参
加
し
た
。

◎
そ
の
他
の
質
問

鶴
ヶ
島
市
の
防
災

政
策
に
つ
い
て
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学校施設の保全と整備について

耐震化を中心に計画的に整備する

鶴
ヶ
島
市
の
雇
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政
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い
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
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携
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実
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